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　秋は山の幸であるきのこがおいしい季節ですね。
　きのこと言えば、昭和 63 年の秋、母が知り合い
の方々と一緒に芭蕉の「月見の献立*」を再現したこ
とがありました。旬の食材は時期が早すぎたり遅す
ぎたりして揃わず、現代で再現することは難しい献
立でした。中でもハツタケ（初茸）は再現した当時
にはすでに伊賀では手に入らず、岩手県盛岡市から
取り寄せたことが思い出されます。今では手に入ら
ないハツタケも、芭蕉が過ごした頃はふんだんに採
れていたのでしょう。
　食べられるきのこを雑

ぞうたけ
茸、古いことばでクサビラ

ともいいますが、以前は伊賀
でも豊富に採ることができま
した。シメジやネズミアシ、
コウタケ（香茸）などが思い浮
かびます。ネズミアシは、そ
の形状や色合いをネズミの足
にみたてたもので、幼い頃は

毒きのこに見えて本当に食べられるのかと思ったも
のでした。コウタケは高級な食材で、葬式や法事な
どの“人寄り”するときに用いられました。私も見た
ことはありますが、食べたことは一度もないままです。
　また、伊賀でもマツタケが豊富に採れた時代があ
りました。「マツタケの砂糖漬」というお菓子があっ
たことを記憶している人もいるのではないでしょう
か。マツタケ狩りに行くと、ブルーベリーのような
実をつけるウマノスズという木をよく見かけました。
（島ヶ原ではこの実のことをボロンボロンと呼ぶそう
です。）この実を食べながらマツタケを探して歩いた
ものです。
　きのこにはさまざまな思い出がありますが、秋に
なると、そういったきのこが味わえる環境を伊賀に
取り戻せたらと考えます。

（伊賀市長　岡本　栄）
＊1694 年（元禄７年）８月 15 日に芭蕉が新庵に
　門人達を招いてもてなしたときの献立。

ーきのこの思い出ー

市長の伊賀じまん

▲

月見の献立の一部。
　写真中央上の一品は、
　にんじんと“焼初
　茸”のすり山芋がけ
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▼開化寺　三重塔

▼開化寺　門

▼開化寺　観音堂

▲上野商工誌（大正２年）
　に掲載された「マツタ
　ケの砂糖漬」の広告


